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令和４年度学校評価アンケート自由記述に対する回答

本荘高等学校

１ 学校経営について

○桜坂について

桜坂は車道、歩道ともに由利本荘市の管轄となっているため、維持管理は市で行うこと

になりますが、学校でも、除雪や融雪剤の散布を随時行い、生徒の安全確保に努めている

ところです。特に今年は降雪の量が多く、除雪した雪の高さが生徒の視界を遮らないよう

にも努めているところです。また、夜間時の照明につきましても、市へ増設の要望を伝え

ておりますが、学校でも、街灯が樹木で遮られて暗くならないよう適宜剪定を行ったり、

生徒の登下校等に支障がないよう引き続き維持管理に努めてまいります。

○冷暖房について

現在、新型コロナウイルス感染症の対策のための教室等の換気を継続しているため、特

に冬期間は寒いと感じることと思います。、授業中の給水や体育着、コートの許可等で対

応しておりますが、下着等での調整も併せて御理解をお願いします。

また、学校運営費については、県財政が逼迫し、毎年、予算削減を強く求められており

ますが、引き続き冷暖房に関わる経費の確保に努め、生徒が快適な環境で学習に取り組む

ことができるように努めてまいります。

２ 教科指導について

○コロナ関連で自宅待機等になった場合、授業について行けないようなので心配です。

感染者やそれに係る自宅待機をお願いする生徒が増加したことから、９月から授業の配

信を行っております。９月２日付けの保護者向け文書にもあるように、この目的は生徒の

学習機会の提供であり、出席扱いとするものではありません。体調回復やご自宅のインタ

ーネット環境に応じて活用して頂きたいと思います。黒板の見えづらさや音声の不鮮明に

ついての御意見を頂きました。参加している生徒ができるだけ取り組みやすい環境を整え

て配信できるように工夫していきたいと思います。問題演習の内容や生徒個人の活動が中

心の授業では配信しない場合もありますので、授業内で使用する教材等の提供とあわせて、

事前に連絡するようにしたいと思います。使用機器や担当教員について、配信のための環

境整備が不十分ですので御不便を感じられることもあるかと思いますが、引き続き改善に

取り組んでまいりますので御理解頂きますようよろしくお願いいたします。

○各教科の課題が多すぎて、各自の能力に合った学習に取り組む時間がとれないと感じて

います。

本校は、これまでも週末を有効利用した学力向上対策として週末課題は実施されており

特に増えてはおりません。但し、今年の１年生からカリキュラムが変更され、主体性も積

極的に評価されるようになりました。したがって、課題等への取組状況が今まで以上に評

価されていることや、１年生から受験に連動する科目が始まっていることにより、負担感

が強くなっているかもしれません。しかし、１年生のうちに計画を立てて課題に取り組む

姿勢や家庭学習の習慣を身に付ける手立てとして大きな役割を果たします。 課題の内容
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については精選を図って参りますので、御理解をお願いいたします。

○模試の回数が多いのではないか。

３年生の模擬試験回数ですが、例年並みの実施となっております。１月の共通テストに

向けて特に１０月に模擬試験が連続してしまいます。現役生は夏季休業の頑張りを受けて

秋に学力が深まるなか、入試レベルの問題に挑戦し、時間配分等を身に付ける機会が模擬

試験です。今年で３回目となる共通テストは平均点等は安定しておらず、思考力を問う問

題に慣れるためにも模擬試験の利用が欠かせません。今後も毎年模擬試験の検討は行い、

進路志望達成に向けて効果的に活用してまいりますので、御理解と御協力をお願いいたし

ます。

３ 生徒指導について

○スマホの指導について緩すぎると感じます。

本校では、授業日課内の校内外の使用禁止、授業日課外では校内の使用禁止となってお

ります。違反した場合は、反省文を書き、３日間の保護者預かりとなっております。他校

では違反の際、保護者預かり期間が無い学校も多くあることから、個別および全体の双方

での指導を今後も継続してまいります。

○以前、女子生徒がコンビニの入り口を塞ぎながら飲食をし、挨拶もせず行儀が悪いと感

じました。

本校生徒がそのような行為をしていることに、非常に情けなく思っております。学習指

導および部活動指導のみならず、地域住民に信頼される生徒育成に万全を尽くしてまいり

ます。

４ 教育相談について

○先生方が忙しそうで、声をかけにくいそうです。

スクールカウンセラー（医師）との面談は希望者を募って月に１～２回行っております。

保護者の方のカウンセリングも可能ですので、機会があればご利用ください。また、教員

との相談は適宜行っています。進路相談に限らず、気になることや悩みなど、担任を始め、

学年部職員もしくは教科担任、養護教諭、話しやすい教員などに昼休みや放課後の時間を

利用して話してみてください。その場ですぐに時間がとれない時もあるかと思いますが、

後で時間を調整して話を聞きますので、忙しそうだからと遠慮せずに声をかけるよう、ご

家庭でも声かけをお願いいたします。

５ 進路指導について

○進路指導全般について

保護者の皆様から生徒個々に応じた進路指導を求める声がありました。進路志望の達成

には、「強い志・豊かな人間性」と「それを可能にする学力」の２つが求められ、就職も

例外ではありません。本校では特に１・２年次で「総合的な探究の時間」を利用して進路
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学習に取り組み、大学検索や学部・学科研究、２年次の冬には志望理由書（就職を含む）

を書くまでに進路研究を深める指導をしております。

７月のOne Dayカレッジはオンラインにはなりましたが就職を含む２１の講座を開設し、

大学の先生方の模擬講義を受講しました。また、東大教養講座（オンライン）等校内で様

々な機会を準備し、希望生徒が受講しました。校外での学習も推奨しております。コロナ

禍でオンラインが主流ですが、オープンキャンパス、高大連携授業、インターンシップ（医

療看護系・就職）などからの学びもあります。

教室には、主に東北地区内の大学からの案内や進路関連イベントが掲示され、生徒への

進路情報等は決して少なくはありません。高校卒業後の進路は多種多様です。その中で、

主体的に動き考える力を育成して参りたいと思います。東北地区内には四年制大学だけで

も８１を超える数があります。オープンキャンパス等は、ホームページなどを生徒自らチ

ェックすることが不可欠です。今は学校でクロームブック、家庭でもスマートフォンやパ

ソコンで簡単にアクセスできる時代です。生徒の校外学習参加にあたっては、保護者の皆

様の御理解と御協力も必要となりますのでよろしくお願いいたします。

○進学先の情報提供が遅いと思います。またＰＴＡでの説明だけではわからないことが多

いため、受験に関する情報提供もお願いしたいです。

進学、受験スケジュール、奨学金等についての情報をもっと欲しいというお声をいただ

きました。各学年で学年通信、進路通信、ＰＴＡなどでの情報発信を行っておりますが、

進路指導全体につきましては、毎年６月に発行している本校の進路の手引き『軌跡』をご

覧くださるようお願いします。進学、就職の過去のデータ、今年の受験、就職のスケジュ

ール、各学年の進路計画（模試日程等を含む）、共通テスト問題分析と学習方法や推薦合

格状況、奨学金などが網羅されており、卒業生からのメッセージも含めてすべてが本校独

自に制作したものです。卒業生の情報は大切な進路指導データとして蓄積しており、厚い

冊子だとご批判を受けたこともありますが、これだけの情報が記載されておりますので、

ご覧になっていない場合はお子様から受け取ってご一読くださいますようお願いいたしま

す。なお、推薦入試の学校推薦型選抜指定校は毎年推薦枠をいただけるとは限りませんの

で、前年度の参考例となりますのでご注意ください。

個人情報の管理が厳しくなるなか、合格者の情報等の取り扱いも難しくなっております。

本校を志望する中学生へのアピールが少ないのではと心配される声がありました。今後は

オープンスクールや中学校訪問などを利用した情報提供も考えたいと思います。

○大学入試制度に対応するため仕方のないこととは思いますが、入学したばかりで自分自

身を模索しているなか、具体的な進路や志望校を設定することにどうにかならないものか

と思っております。

年２回進路希望調査を実施しておりますが、調査以降に受験に向けて話し合って進路や

志望校を変更してもかまいません。ただ、２年次で文型と理型にクラス編成をしますので

文理選択については１年次で決定することについては御了承願います。今後も進路講演会

や総合的な探究の時間などで進路に関する情報を提供いたしますので、進路目標を定める

土台と捉えていただきたいと思います。

○就職・進学問わず、現３年生の進路状況や、２年生の親として今何をすべきかなどをご

教示いただけるとありがたいです。

進路指導については、現３年生の状況を、開示できる範囲で共有できるように進路指導

部ともより一層の連携を深めたいと考えています。学校として蓄積されているノウハウや
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経験の共有化については、今後の生徒の進路指導を充実させるために大事にしていきたい

と考えています。

学年部としては来年度３年生になるにあたり、保護者との情報共有の場としてクラッシ

ーを有効活用することで、タイムリーな情報について先手を打つ形で積極的に情報提供し

ていく予定でおります。

生徒の進路選択は様々ですが、生徒のグループ化を図り、同じ進路選択を持つ生徒同士

が集い、学び合い、情報を共有できる機会を沢山作っていきたいと考えております。

６ 特別活動について

○運動会や学校祭など、高校生活の思い出となる行事は、できるだけ生徒全員が参加でき

る日程にしてもらいたい。

全県総体後の部活動の大会の日程は、各専門部で決めており、週末にほぼ必ずどの部か

の大会があります。玲瓏祭等の実施日に関しては他の学校行事と総合的に判断して決めて

います。どうか御理解いただけるようお願いします。

○コロナ渦なのはわかりますが、運動会や学校祭などは通常通りに戻して欲しいです。他

校では大々的に球技大会が行われました。慎重になりすぎていると思います。

本校は進学校として、特に授業を重視しております。その授業に支障が出ないよう、運

動会、玲瓏祭やクラス対抗については、職員会議で討議するなどして十分に意見を交換し

た上で感染対策を徹底して行いました。そのため、今年度、上記の行事を行ったために学

級閉鎖・学年閉鎖になることもなく、授業を継続することができました。またナイスアリ

ーナの利用についてですが、クラス対抗は校内で会場を分散した方が感染対策を十分に行

うことができると判断して実施しました。運動会は例年利用していた水林陸上競技場が改

修のため、ナイスアリーナで行いましたので、本校でもナイスアリーナは行事で利用でき

ています。また、本校のコロナ対策を前提とした対応に肯定的な意見もありますので、御

理解いただけるようお願いします。

○運動会や学校祭など参観できなくて残念でした。中学校や他校が参観できてなぜ本荘高

校はできなかったのでしょうか。

各行事の実施と実施の仕方については、まず、秋田県教育庁等からの通知を基準として

判断して決めています。保護者の参観について、県立学校と市立の学校（中学校等）では、

通知内容が違う可能性があります。また、玲瓏祭については、３年生の保護者は参観でき

るようにしましたので、希望していただけるとよかったと考えます。感染予防対策を優先

し、安心・安全な学校運営を推進しておりますので、御理解いただけるようお願いします。

７ 学年経営・学級経営について

○学年経営・学級経営全般について

学年・学級経営につきましては、保護者の皆様方にどれだけ学校の情報を提供できるか

が大変重要と考えております。今後も学年通信や学級通信を頻繁に発信していきたいと考

えております。あと情報の電子化に伴い、クラッシーを今後も有効活用し、保護者の皆様

方や生徒の皆さんがスマホやクロムブックを活用し、重要な情報や最新の学校からの連絡
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に、時差なく接することができるように配慮していきたいと考えております。

今年度修学旅行の連絡でクラッシーを活用した際、保護者の皆様方の素早い反応に驚か

された場面もありました。来年度進路関係の連絡でも有効活用したいと考えております。

○右文タイムを軽視している生徒が多いように感じます。登校時間の厳守を進めて欲しい

と思います。

右文タイムについては、学年部でも、特に取りかかりの遅さについては問題と考えてお

ります。今後は常に遅れてくる生徒への指導、学習環境の整備を重点的に行いたいと考え

ております。進路実現には、個人としてだけではなく集団としての力が必要となります。

朝学習に真面目に取り組まない生徒が増えたり、遅れる生徒が増えるのが常態化すると、

全体の士気が低下することになり、それが個々の進路実現の足を引っ張ることに繋がりま

す。まずは学年部一同、この点を十分認識して生徒の指導に取り組んでいきたいと考えて

おります。ご家庭でも、朝学習の時間に余裕を持って間に合うように、夜の就寝時間や朝

の起床時間に関わる基本的生活習慣の確立について、御指導・御協力よろしくお願いいた

します。

○積極的に生徒から質問がないと、具体的に進路についてのアドバイスをもらえないのか

と不安です。本人も親自身も知識がなく併願する学校を効率よく選択できません。

対応については待っていただく場合はありますが、遠慮せずに質問はしてください。

なお、一般受験の出願については年末年始に面談を実施しております。また、それ以外の

場合でも対応が必要な場合はいつでも御相談ください。


